
⻑崎市における経済活動拠点の形成について

明治大学 公共政策大学院 ガバナンス研究科 江口 範晃



⻑崎における海外交易拠点の形成の歴史について



1571年

ポルトガル船初めての入港

1580年

大村純忠６ヵ町イエズス会に寄進

1587年

豊臣秀吉バテレン追放令

1636年

出島完成 市中雑居の禁止

1587年

豊臣秀吉長崎奉行設置
（長崎を直轄地とする）

1616年

平戸・長崎以外での貿易を禁止

1641年

オランダ商館を平戸から出島へ移転

（交易を布教と無縁なオランダに限定）

1639年

ポルトガル船の日本渡航の禁止

1570年

長崎開港協定成立

戦国・織豊・江戸期における交易拠点の形成 幕藩体制下における海外および海外へ繋がる地域の窓口

松前
北方との通交・交易
の窓口

＜主な輸出品＞
銀→銅
（商品の買付の原資）

＜主な輸入品＞
生糸・絹織物・砂糖など

長崎
幕府によるオランダ
・中国との管理貿易

薩摩
琉球との交易を通じ
た中国との交易

対馬
朝鮮との通交の窓口

＜主な取引品＞
海産物

幕府・諸藩の流通環境

銀・銅の産出量
の減少に伴い
補完

両替商の活躍
東西で基準貨幣が
異なる（東日本は
金 西日本は銀）

東西廻り航路
菱垣廻船の活躍
巨大消費地と
物資集散機能と
生産地の連携

地
理
的
関
係
か
ら
対
外
関
係
を
担
う
諸
藩

全国的な幕府による
輸入品の流通統制
長崎奉行を頂点
とした４都市の
有力商人（江戸・
京都・大阪・堺）
諸国の有力商人に
よる輸入品の流通
ルートの形成

地域特性を生かした
産業創出
新田開発や諸藩
による産業政策

1689年

唐人屋敷完成

西欧交易の始まり

交易の制限

交易拠点の整備

（参考）1626年

マンハッタンに
オランダ植民地

を形成

多様な⼈々の居住環境



1861年

長崎製鉄所工場完成（長崎造船所の前身）

1859年

長崎・神奈川・函館における貿易許可
（露・英・仏・蘭・米 兵庫と新潟は10年遅延）

グラバー長崎来訪

1865年

大浦天主堂献堂式

坂本龍馬亀山社中設立

1854年・1855年

日英和親条約・日蘭和親条約を調印

1855年

海軍伝習所設置

（勝海舟・榎本武揚・五代友厚などが学ぶ）

1871年

長崎〜上海海底電信線開通

長崎〜東京郵便開始

1858年

英語伝習所設置（大隈重信などが学ぶ）

幕末・明治初期における交易拠点の形成 幕末・明治期における主な海外の窓口

横浜
東京・関東圏の生産
品の貿易港

＜主な輸出品＞
石炭（高島炭鉱・三池炭鉱など）
➡1873年三池炭鉱は三井に

1874年高島炭鉱は三菱に
払い下げ

長崎
九州を中心とした地
域の生産品の貿易港
造船などの新産業と
の連携

神戸
大阪・関西圏の生産
品の貿易港

明治期の経済動向

東京・大阪
呉服・両替商などの有力商人による参画

官営長崎造船所
1884年三菱に払い下げ

三菱の経営多角化
金融業・倉庫業・
不動産業・鉱山業
・造船業などへの
多角化
➡三井・住友などと
共に財閥を形成

国立銀行条例改正
（1876年）
・日本銀行
地方金融機関
：内国金融

・横浜正金銀行
：貿易金融

➡戦略的産業部門へ
の貸出による産業
育成

＜主な輸出品＞
生糸（代表的売込商が独占）
➡桐生・足利などの絹織物

周辺の養蚕製糸業の発展
茶（外国商館にて加工）

＜主な輸出品＞
綿製品（産業革命以前は輸入品）
茶（外国商館にて加工）

＜主な輸入品＞
棉花

国民総生産の増大
企業勃興期
（1886〜89年）
日清戦争
（1893〜95年）
日露戦争
（1903〜04年）

1893年

第１期長崎港湾改良工事竣工(1877年着工)
1897年

長崎駅（現浦上駅）開業(1905年長崎駅開業)

交易関連法の整備

交易関連施設の整備

教育

産業

インフラ

多様な産業による
「エコシステム」

の形成

流通を中心とした

「機能特化型」

流通を中心とした

「機能特化型」



●出島
●⻑崎奉⾏所⻄役所・海軍伝習所 医学伝習所

●⼩菅修船場

●唐⼈屋敷

●⼤浦天主堂

●崇福寺

●⻑崎製鉄所

幕末・明治初期における交易拠点の形成

●英国領事館

江戸期の２つの拠点

中華交易の拠点

外国人居留地

●新地蔵所 教育

多様な⼈々の居住環境

多様な⼈々の居住環境

産業

産業

●シーボルト宅

●⻲⼭社中

⻑崎街道●諏訪神社
●⻑崎奉⾏所⽴⼭役所・英語伝習所

教育

インフラ



幕末・明治初期における交易拠点の形成

⻑崎奉⾏所⻄役所
海軍伝習所

出島

唐⼈屋敷
新地蔵所



現在の⻑崎市の状況について
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転⼊者に対して転出者が著しく多い

⾼齢化率が⾼いため死亡者数の率が⼤きい
年少⼈⼝⽐率が低い
（想定される要因）

⻑崎市

福岡市
熊本市
⿅児島市
富⼭市
⾦沢市
岐⾩市
⾼松市

九州他県の
県庁所在地

中核市
県庁所在地
(⼈⼝40万⼈台)

⻑崎市の⼈⼝動向（地域経済総覧2020 東洋経済）

⼈⼝減少率が著しく⼤きい



⻑崎市の⼈⼝動向（地域経済総覧2020 東洋経済）

⻑崎市

福岡市
熊本市
⿅児島市
富⼭市
⾦沢市
岐⾩市
⾼松市

九州他県の
県庁所在地 転⼊者に対して転出者

が著しく多い

⾼齢化率が⾼いため
死亡者数の率が⼤きい
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中核市
県庁所在地
(⼈⼝40万⼈台)



⻑崎市の⼈⼝動向（地域経済総覧2020 東洋経済）
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⻑崎市

福岡市
熊本市
⿅児島市
富⼭市
⾦沢市
岐⾩市
⾼松市

九州他県の
県庁所在地

年少⼈⼝⽐率が低い

中核市
県庁所在地
(⼈⼝40万⼈台)



⻑崎市の地価・建設動向（地域経済総覧2020 東洋経済）

⻑崎市

福岡市
熊本市
⿅児島市
富⼭市
⾦沢市
岐⾩市
⾼松市

九州他県の
県庁所在地

⼈⼝に対し住宅着⼯・
建築物着⼯⾯積が
著しく少ない

商業地地価が
住宅地地価に⽐べて
⾼い
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5&,8 平地部分が市全域
にわたり少ない

市街地の機能更新の
範囲が限定されている

（想定される要因）

中⼼市街地の形成
の遅れ

中核市
県庁所在地
(⼈⼝40万⼈台)



⻑崎市の産業動向（地域経済総覧2020 東洋経済）

⻑崎市

福岡市
熊本市
⿅児島市
富⼭市富⼭市
⾦沢市
岐⾩市

九州他県の
県庁所在地

%(6 %(6

%(-
 34
,���
*�

1+
*5,+4
,���
*�

"+6
*5,+4
,���
*�

%(-.
1+."+
,���
*�

%(-.1+
."+�#8
,���
*�

%(-�%(-
.1+."+
,���
*�

1+�%(-.
1+."+
,���
*�

"+�%(-.
1+."+
,���
*�

%(-
 34�#8
,���
*�

1+*5
,+4�#8
,���
*�

"+6*5
,+4�#8
,���
*�

��	�������/
����������0
��	�������0.
����������.
��	�������$
����������&
/2��


���/
����0
����0.

���.
	���$
����&
/2��

�����/
�����0

����0.
�����.
�����$
�����&
/2��

�����/
�����0

����0.
�����.
�����$
�����&
/2��

�����/
�����0

����0.
�����.
�����$
�����&
/2��

��	�/
����0
��	�0.
����.
��	�$
����&
/2��

��	�/
����0
��	�0.
����.
��	�$
����&
/2��

��	�/
����0
��	�0.
����.
��	�$
����&
/2��

	���	�
 ��
��
� ��
�	
� ��
����

 ���� ����� %%��� ����� ���� ��
� ����

	�
���� ���
�����	 ����
�
�� �%���
�%
� 
��
 %��� ����� �%�
� ���� ���� ��%�
%����
� ��	������ �����%� ��������% ��
� �	��� 		�
� ���
� ��	
 ���
 ���

�
��		� ��
%����� 

����	 ��

��	�� %�
� ����� 
	�	� ����� ��
� ���� ���


���		��%% ����%��	� 	����

 ��
�
�	
	 ���� %���� %���� ����� ��

 ��
� ����
	�
��
� �������	% 	
���%% ���
	�%
� ���% �
�
� 
%�
� ���
� ���
 %�	
 ����
�%
���� ��������� %
���%% ���%���%
 %��	 �%��� 	
�%� �
�%� ��
� ��	� ����
�%����� ���
	�


 
�����% ����
�
�� 
�%� ���	� 
	�
� ���
� ���� %��� ��%�

7�)9
'� !6!6

⾼松市

製造品出荷額（⽣産機能）の⼈⼝⽐率は⽐較的⾼いが
卸売販売額（取引機能）・⼩売販売額（消費機能）の
⼈⼝⽐率は著しく低い

陸上交通インフラ整備の遅れ（鉄道・⾃動⾞）

（想定される要因）

個⼈取得が低い・⾼齢化率が⾼い

九州の⻄端という地理的条件

中⼼市街地の形成の遅れ

中核市
県庁所在地
(⼈⼝40万⼈台)



地域特性の活⽤へつながる経済活動拠点の形成について



地域の経済循環
 
①⽣産・販売 ②分配(所得) ③⽀出(消費) 
の循環によって成り⽴つ 

１広域連携
・地域間交易の活発化 
・地域の核となる産業の強化 
・地域企業を中⼼としたクラスター化
・⺠間設備投資の流⼊ 

２域内循環
・取得の地域内での循環のしくみづくり
・公共機関を⾻格としたコンパクトシティ 
・再⽣可能エネルギーの利⽤による地産地消 

1 マーケット1.0 ⼯業化社会への転換以前 都市の⽣産拠点化 
農業や⽔産業や鉱業などの各地域の有する⾃然的特性を⽣かし
国⼟全体における産業の分散が進むこととなった 

2 マーケット2.0  ⼯業化社会 都市の流通拠点化 
経済規模の拡⼤により、分業システムおよび資本の集中、
規模の経済が進み、⾸都圏への⼀局集中が進むこととなった 

3 マーケット3.0 地域の価値をつなぐブランド⼒ 
4 マーケット4.0 個々のニーズに対する多様性 
1 地域の有する多様な価値を引き出す
(近隣地域における経済循環)

2 他の地域との融合を⽣み出す
(⾸都圏や海外を含めた他の地域との連携ネットワーク) 

⽇本における国⼟整備の過程

コミュニケーション
×

ファイナンス
分野横断型の政策 多様な地域資源の活⽤ 多様な価値



新幹線ターミナル駅
×外航内航の拠点港
広域交通の結節点

江⼾期貿易・キリスト布教・
戦災遺構などの観光資源

城下町・キリスト布教・
被災遺構などの観光資源

⻑崎市 島原市・南島原市・雲仙市

新幹線停⾞駅
×海上空港

広域交通の結節点

半導体などの新産業の集積
➡⾼付加価値な新産業の創出

諫早市・⼤村市

造船など既存産業の集積
➡既存技術の新産業への展開

長崎市および周辺地域による都市圏の形成

地理的条件を⽣かした東アジアとの物流および⼈的交流

製造業

観光

丘陵地を活⽤した
農業の⾼付加価値化

地理的条件による漁業振興
⇆⼤学などとの産学協同

地理的条件 狭隘な平地 諫早平野

広域交通

関連産業によるクラスターの形成
「群」としての価値・「リソース」の活⽤

地域産品間の連携によるブランド化
「群」としての価値・「リソース」の活⽤

農業・⽔産業

近世・近代・現代にわたる多様な観光資源の集積
「群」としての価値・「リソース」の活⽤

※都市圏の形成による各地域の有する特性の連携・補完



狭隘な敷地に密集した
業務系と商業系の施設群

丘陵地を切り開いて
設けられた居住地域

市街地と湾によって
切り離された⼯業地域

駅と港の間のアクセスに
優位性を有する

長崎市の都市構造の特性

●⻑崎駅

●⻑崎港
ターミナル

●松ケ枝
国際ターミナル

九州新幹線⻄九州ルート開業
（武雄温泉ー⻑崎間 2022年度）

東アジアクルーズの増加
による寄港数が増加
（2010年54隻→2015年131隻）

※⻑崎市経済成⻑戦略

⼈流
三菱重⼯
⻑崎造船所●

⽣産

物流コンテナ
ターミナル●

※広域交通拠点間の接続性の⾼さと多様性

「群」としての価値・「リソース」の活⽤

「広域ネットワーク」の形成

➡既存技術の新産業への展開
（環境分野など）



松ケ枝
国際ターミナル

⼤浦天主堂
グラバー園

出島メッセ

歩⾏者動線の整備による
回遊性の向上

クルーズ客船の
受け⼊れ体制の強化

新駅舎と港湾施設
を結ぶ動線の整備

公共交通機関施設
の充実・強化

周辺地域との交通
ネットワークの充実・強化 諏訪神社

歴史⽂化博物館

平和公園長崎市街地における環境整備の方針

まちなか軸

⽔辺の地区
（海の⽞関⼝）

⻑崎駅周辺
（陸の⽞関⼝）

⻑崎県庁

⻑崎港
ターミナル

⻑崎市役所

⻑崎⾃動⾞道

市役所通り
⼤波⽌
通り

新浦上街道

出島

※⼆拠点の形成と都市軸の創出

⻑崎駅

新地

⻑崎県美術館



海上交通拠点（内航）
⻑崎港ターミナル

海上交通拠点（外航）
松ケ枝国際ターミナル

陸上交通拠点（広域）
JR⻑崎駅

陸上交通拠点（近隣）
⻑崎電気軌道接続性

の⾼さ

（広域交通拠点）長崎市街地における環境整備の方針



現代歴史遺産
平和公園

近世歴史遺産
⽇本⼆⼗六聖⼈殉教記念碑

近世歴史遺産
出島

近代歴史遺産
⼤浦天主堂

博物館
⻑崎歴史⽂化博物館

美術館
⻑崎県美術館

多様な観光資源が
市街地全域に分布

広域にわたる
回遊歩⾏空間

長崎市街地における環境整備の方針 （観光拠点）



ＪＲ⻑崎駅 まちなか軸

⽔辺の地区
（海の⽞関⼝）

⻑崎駅周辺
（陸の⽞関⼝）

JR⻑崎駅と接続
出島メッセ

⻑崎市役所
耐震岸壁・防災広場と⼀体整備

⻑崎県庁

長崎市街地における環境整備の方針 （行政拠点）

島嶼部も含めた
圏域の中核と
設定

中⼼市街地の
形成の推進 市内の各地区を結びつける

位置に建設



産業創出環境の整備 ブルックリン・新潟

関連施設のオープン化 天王洲・福岡

交通網・交通拠点の整備 富山・横浜 遊歩道ネットワークの整備 女川・ハイライン

ハード

ソフト

スポーツ環境の整備 ブルックリン・福岡

ネット
ワーク

大学などの教育機関との連携 品川

倉庫街のリノベーション 市場の生活拠点化 大学のオープン化

海の見える景観 拠点間の回遊性

スタジアムの新設既存施設の活用メッセ機能の新設多目的な施設の導入

楽しめる要素広域交通・域内交通網の整備

多様な教育の場の提供

臨港地区における環境整備の手法

教育

インフラ

産業

出島メッセ

長崎駅・電気軌道

海軍伝習所 英語伝習所

水辺の森公園 まちなか軸

長崎漁港

スタジアムシティ

※上段は

長崎に
おける
取組み

平和公園




